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検討会事務局（高知県南海トラフ地震対策課）

地震による大規模災害からの復興まちづくりの事例

第１回 高知県中山間地域
事前復興まちづくり計画策定指針検討会

資料２



ガイドラインなど被災市街地復興特
別措置法

被災者生活再建支援法
（調査対象候補のみ抜粋）

大規模災害からの
復興に関する法律

激甚災害に対処するた
めの特別の財政援助
等に関する法律

災害名

なし新潟県︓全域－激甚災害平成16年
新潟中越地震

なし宮城県︓栗原市なし激甚災害平成20年
岩⼿・宮城内陸地震

なし

奈良県︓五條市、天川
村、野迫川村、十津川
村
和歌⼭県︓全域

なし激甚災害平成23年
紀伊半島豪雨

なし広島県︓広島市
兵庫県︓丹波市なし激甚災害平成26年

8月豪雨災害

第２１条の規定によ
る「入居者資格の特
例」が適⽤

熊本県︓全域非常災害激甚災害平成28年
熊本地震

なし新潟県︓⽷⿂川市なしなし平成28年
⽷⿂川市大規模火災

なし北海道︓全域なし激甚災害平成30年
北海道胆振東部地震

第２１条の規定によ
る「入居者資格の特
例」が適⽤

愛媛県︓全域、岡⼭県︓
全域、広島県︓全域なし激甚災害平成30年

7月豪雨災害

第２１条の規定によ
る「入居者資格の特
例」が適⽤

熊本県︓全域非常災害激甚災害令和２年
７月豪雨災害

第２１条の規定によ
る「入居者資格の特
例」が適⽤

⽯川県︓全域非常災害激甚災害令和6年
能登半島地震 事前復興まちづくり計画検討のためのガイドラインに

ついてR5.7

復興まちづくりの事例
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津波被災市街地復興⼿法検討調査 （とりまとめ)H24.4

H17.8 中⼭間地等の集落散在地域における地震防災対
策に関する検討会 提言

H18.3 被災地域における多様な主体の連携による中⼭間
地域まちづくり推進調査報告書

大規模災害からの復興に関する法律制定H25

地方都市等における地震対応ガイドラインH25.8

津波被害からの復興まちづくりガイダンスについてH28.6

H28.12 熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策の在り
方について（報告）

H29.8 大規模災害時における被災者の住まいの確保策に
関する検討会

⽷⿂川大規模⽕災の経験をふまえた、 今後の復
興まちづくり計画の考え方H29.12

復興まちづくりのための事前準備ガイドラインについてH30.7

防災移転計画制度創設（都市再生特別措置法改正法）R2.6

特定都市河川浸⽔被害対策法改正（流域治⽔
関連法）特定都市河川 指定要件拡大R3

津波被害からの復興まちづくりガイダンス（改訂
版）についてR4.3



平成16年新潟中越地震①

2

3枚の写真の出典︓
新潟県中越大震災〜農地・農業⽤施設の復旧
復興に向けて（写真集）〜 新潟県農地部

平成16年10⽉23⽇17時56分発生⽇時

マグニチュード6.8地震規模
地震の概要

震度７最⼤震度

68死者（人）
人的被害

4,795重軽傷者（人）

3,175全壊（棟）

住家被害
⼤規模半壊︓2,167
半 壊︓11,643半壊（棟）

104,510一部損壊（棟）

121,495合計（棟）

 旧⼭古志村（現⻑岡市）を中⼼とした地域では地震により多く
の箇所で斜面崩壊や地すべりが発生し、道路の寸断や芋川流
域では大規模な河道閉塞が発生して東竹沢地区などで人家が
水没するなどの被害が生じた。

 ⼭間部の旧⼭古志村では、全村⺠がヘリコプターで村外へ避難
する「全村避難」が⾏われた。⼭古志村は、翌平成17年春に⻑
岡市と合併することが既に決まっていたこともあり、受け入れもス
ムーズに進んだ。

 さらに、震災に引き続き19年振りとなる豪雪に⾒舞われ、被災地
では、約3,000世帯、9,000人を超す被災者が応急仮設住宅
での生活を余儀なくされた。

 大規模地震からの復興には、被災者や地域の意向を始め、様々な
分野の学識経験者など幅広い意⾒を集約し、地域全体の復興像を
描く必要があった。そのため復興計画の策定にあたって、まず、復興の
基本的方向と中越地域のあるべき姿を示す「復興ビジョン」を策定し
た。

 復興ビジョンでは、被災地域全体として共有したい夢の像を示し、
「創造的復旧」を大きな柱とする復興のコンセプトが提示された。ここで
「創造的復旧」とは、「今度の震災のようなことが起これば、旧に復せな
いものが数多くあるし、旧を捨てて、かつ全く新しく興せないことも数多く
ある。旧を踏まえつつその上に新たなものを生み出していくこと、これ
を「創造的復旧」と呼びたい。」とされている。

出典︓災害復興対策事例集 事例コード200404
2004年（平成16年）新潟県中越地震・新潟県 内閣府

土砂ダムによりせき止められた⽔が
家屋を飲み込む

仮設住宅前の雪を除雪

土砂災害による道路寸断

中越地震の主な被害状況 被害の特徴

復興ビジョンの策定



平成16年新潟中越地震②

写真出典︓新潟県中越地震 北陸地方整備局のこの1年 出典︓中越地震の復興プロセス 澤⽥雅浩 兵庫県⽴大学大学院減災復興政策研究科 に加筆 3

集落再生の対象となった被害の⼤きい6集落東⽵沢地区 河道閉塞状況（H16.11.7）

国道
県道

（復興ビジョン）



平成16年新潟中越地震③

 砂防・地すべり対策
 雪害対策

 コミュニティの再生
 仮設住宅⼊居から従前のコミュニティを分断させないように⼯夫

砂防堰堤の奥の平坦地は地すべり堆積地（2024年9月撮影）
出典︓内閣府防災情報のページ 広報誌「ぼうさい」第111号

強化された東⽵沢の砂防施設
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⼈家裏の斜面災害復旧

横孔ボーリング⼯、法枠⼯
出典︓平成16年新潟県⼟砂災害復興記録集

平成19年3月 新潟県⼟⽊部砂防課

⾃治体によって異なる生活再建支援
 住み慣れた生活環境のある集落に戻るための⽀援（旧⼭古

志村）
 生活利便性を向上させるために集落を離れるための⽀援（⼩

千谷市）

出典︓集落（集団）移転・集落の再生 中⼭間地域で暮らしていた人々の生活再建⽀援 澤⽥ 雅浩
復興 (11号) Vol.6 No.2  2014.10. 

復興はコミュニティ（集落）の再生から
住宅や農地などを復旧・再建し、避難所や仮設住宅から戻っ

た時期は被災状況によってばらつきがあるものの、多くの地域で
最初に進められた復興への取組は、コミュニティ（集落）の
再生に関わるものだった。

出典︓公益社団法人中越防災安全推進機構「新潟モデルの発進」

（復興ビジョン）



 被災農地の災害復旧
事業に併せて、隣接す
る未被災農地等を含
めて区画を変更

 再度災害を防⽌し、
農業経営の安定と国
⼟の保全に資する

 単に元に戻すだけでなく、新しい地域農業の将来像を踏まえた
創造的復興

出典︓新潟県ホームページ
楢⽊集落が集団移転した⾼台の「天空の郷」（2024年9月撮影）

出典︓内閣府防災情報のページ 広報誌「ぼうさい」第111号

平成16年新潟中越地震④

 河道閉塞により⽔没した集落や地すべりによって大きな被
害を受けた集落の集団移転等による生活再建

出典︓集落（集団）移転・集落の再生 中⼭間地域で暮らしていた人々の生活再建⽀援
澤⽥ 雅浩 復興 (11号) Vol.6 No.2  2014.10. 
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（復興ビジョン）



平成16年新潟中越地震⑤

美しい棚⽥の景観が広がる⻑岡市⼭古志
（2024年9月撮影）出典︓内閣府ホームページ

⽊籠の交流スペース「郷⾒庵」
（2024年9月撮影）出典︓内閣府ホームページ

 緩やかな斜面を選んでつくられた棚⽥は、人々が
地すべりと共生してきた地域特有の風景

 復旧された美しい棚⽥の景観や、重要無形⺠
俗文化財「牛の角突き」、錦鯉といった地域の宝
を、復興の象徴として積極的に発信し、住⺠の
誇りと地域のアイデンティティを継承

色鮮やかな錦鯉
出典︓国⼟交通省北陸地方整備局湯沢砂防事務所

 美しい棚⽥の景観
 復興の象徴（重要無形⺠俗⽂化財「⽜の⾓突き」、錦鯉発祥の地）

 「デジタル村⺠」によるバーチャル地域づくりの取組
 多様な支援者と地域の交流の場

 旧⼭古志村の人口は、発災前の2,100人から730
人へと減少

 ⾼齢化率は34.6％から57.0％へ上昇
 ⻑岡市では、令和３年（2021年）に「電⼦住⺠

票」の付属したデジタルアート「Nishikigoi NFT」の
取組を開始。購入者を⼭古志の「デジタル村⺠」と認
定することで、バーチャルに地域づくりに関わってもらお
うという取組。

 集落の人はもとより、地域外から来た⼈たちも気軽
に⽴ち寄れる交流の場⼭古志の象徴である錦鯉をモチーフにした

デジタルアート
出典︓「仮想⼭古志プロジェクト」⼭古志住⺠会議
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（復興ビジョン）



平成28年熊本地震①

平成28年4月14⽇21時26分（前震）
平成28年4月16⽇1時25分（本震）発生⽇時

マグニチュード6.5地震規模（前震）

地震の概要
震度７最大震度（前震）

マグニチュード7.3地震規模（本震）

震度７最大震度（本震）

273死者（人）
人的被害

2,809重軽傷者（人）

8,667全壊（棟）

住家被害 34,719半壊（棟）

163,500一部損壊（棟）

 震度7の揺れが28時間内に2度も発生。1度⽬の揺れ
（前震）で耐えた建物が、2度⽬の本震で倒壊するケース
が多発。

 各地で190件の土砂災害が発生し、道路を寸断。ライフラ
インも甚大な被害を受け、特に⽔道の復旧には最大3ヶ⽉
を要した地域（南阿蘇村）もあった。

 農林水産業や観光業といった地域の基幹産業が大きな打
撃を受けた。

 復旧・復興プランは、平成28年8月に策定。
 過去の災害においても提唱された「復旧・復興の３原則」（①被災さ
れた方々の痛みを最小化する、②単に元あった姿に戻すだけでなく、
創造的な復興を⽬指す、③復旧・復興を熊本の更なる発展につなげ
る）を基本に、「くまもと復旧・復興有識者会議」からの提⾔を踏まえた
内容となっている。

3つの写真の出典︓内閣府 防災情報のページ

特別史跡の⽯垣が崩落した熊本城 大規模斜面崩壊による主要道路の寸断

2度の揺れによる家屋倒壊

出典︓内閣府 防災情報のページ 災害復興対策事例集

熊本地震の主な被害状況 被害の特徴

復旧・復興プランの策定
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平成28年熊本地震②
 南阿蘇村が⽬指す復興将来像 復興むらづくり計画に基づく取組を通じて実現を⽬指す村の姿

出典︓ 南阿蘇村「南阿蘇村復興むらづくり計画 【改定版】令和２年２月」 8

（復旧・復興プラン）



①大規模⼭腹崩壊の対策状況

平成28年熊本地震③

 県産材をふんだんに使
⽤した、地元建築士・工
務店が造る、⼩世帯向
けのコンパクトな住宅

③災害公営住宅の状況

 農地の大区画化・汎用化
 ⽔⽥の汎用化による⾼収益作物の導⼊

 担い⼿不⾜や⾼齢化という震災前からの課題を解決するため、被災
農地を「創造的復興」の理念で再生。

 単なる復旧に留まらず、農地の大区画化による作業効率の向上や、
水⽥の汎⽤化による⾼収益作物（野菜など）への転換を促進した。

 地すべり対策
 寸断された道路の早期の全線開通

 くまもと型伝統構法による被災者向け住宅プラン
 ⾼齢化が進む中⼭間地域のすまいの選択肢を提示

②熊本の気候や⾼齢者等を配慮した「くまもと型復興住宅」

①〜④の画像の出典
①南阿蘇村ホームページ
②「⽊造応急仮設住宅建設の取り組み」一般社団法人 ⽊を活かす建築
推進協議会
③南阿蘇村ホームページ
④「熊本地震を乗り越えて〜農業者の応援メッセージと復旧・復興事例
〜」農林水産省九州農政局

④被災農地の大区画化

 災害公営住宅と⼩規模
住宅地区改良事業によ
る現地での生活再建

9

（復旧・復興プラン）



 熊本城の「⾒せる復興」
 阿蘇の美しい景観の再生

 ⼈⼝減少時代の到来を⾒据えた地域産業・地域経済の復旧
 震災を契機にした新たな観光による活性化

③施設園芸の導⼊拡大による生産性向上
出典︓皆で取り組む創造的復興

平成28年熊本地震④

 産業の⾼付加価値化
農地の大区画化や⾼収益作物への転換により、生産
性向上が可能。

 観光の新たな魅⼒創出
熊本城や阿蘇の復興ストーリーそのものを新たな観光資
源とし、交流人口を拡大。

 創造的復興の理念の継承
これらの復興の経験と教訓をアーカイブ化し、国内外に
発信することで、未来の防災・減災に貢献。

 県⺠の⼼の拠り所である熊本城の復旧を、被災状況を公
開しながら進める「⾒せる復興」として実施

 これにより、県⺠の一体感を醸成し、復興への希望の象
徴となった

 阿蘇の草原の再生は、世界的な景観の保全と、観光・農
業という地域のなりわいを一体的に守る取り組み

①出典︓熊本県公式観光サイト ②出典︓南阿蘇村景観計画Ver.2
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①被害状況や復旧⼯事を間近で⾒学 ②阿蘇の雄大な草原

④復興過程の観光資源化
出典︓熊本災害デジタルアーカイブス

（復旧・復興プラン）



令和6年能登半島地震①
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令和6年1月1⽇16時6分〜発生⽇時

マグニチュード7.6地震規模
地震の概要

震度７最大震度

634死者（人）
人的被害

1,398重軽傷者（人）

6,532全壊（棟）

住家被害

23,680半壊（棟）

6床上浸水（棟）

19床下浸水（棟）

134,949一部損壊（棟）

165,186合計（棟）

 液状化現象による被害が⽯川県、富⼭県、新潟県の広範囲で発
生し、多くの建物が傾斜または倒壊した。

 また、455件の土砂災害が発生し、⼟砂災害による人的被害とし
ては死者36名、⾏方不明者3名にのぼった。

 道路の寸断や橋梁の損傷により、被災地へのアクセスが困難となり、
救援活動に⽀障をきたした。

 輪島市では地震⽕災により、朝市通りを含む約49,000㎡が焼失。
 さらに、ライフラインの途絶が⻑期化し、被災者の生活再建を困難に

した。

出典︓内閣府 令和6年能登半島地震に係る被害状況等について
（令和7年8月5⽇）

能登半島地震の主な被害状況 被害の特徴

復興プランの策定
 ⽯川県創造的復興プランは、令和6年6月に策定。アップ

デート版を令和7年4月に公表。
 創造的復興のスローガンとして「能登が示す、ふるさとの未

来 Noto, the future of country」が示されている。
 単に被災前の姿に復元するのではなく、元々あった課題を
踏まえ、未来志向に⽴って以前よりも良い状態へと持って
いく「創造的復興」を⽬指す内容となっている。

⽯川県能登町内での土砂災害

⽯川県内灘町内での液状化現象 のと⾥⼭海道の道路被害

3つの写真の出典︓⽯川県ホームページ



 災害に強い安全・安心なまちづくり（珠洲市） 被災者の生活再建（輪島市）

令和6年能登半島地震②

日常生活を支える地域コミュニティの再建

輪島市

出典︓輪島市復興まちづくり計画 出典︓珠洲市復興計画

出典︓珠洲市復興計画

出典︓輪島市復興まちづくり計画

12

珠洲市
復興計画のスローガン・基本方針

（復興プラン）



 復興に向けたシンボルプロジェクト（輪島市）
 ⾃然と⽂化を活かし、これまでの取組を発展させた魅⼒ある地域の再生（珠洲市）

 DXの推進による「つながる社会」の実現（珠洲市）

令和6年能登半島地震③

出典︓輪島市復興まちづくり計画

出典︓珠洲市復興計画

出典︓珠洲市復興計画
13

（復興プラン）



被災市町村の復興計画リンク一覧

QRコード復興計画URL市町村対象災害

http://www.yamakoshi2004.jp/旧⼭古志村

平成16年
新潟中越地震

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shis
ei/cate01/sinsai/fukko-keikaku.html⻑岡市

https://www.city.ojiya.niigata.jp/soshiki/
nigiwai/fukkokensho.html小千谷市

https://www.vill.minamiaso.lg.jp/kiji003
706/index.html南阿蘇村平成28年

熊本地震

https://www.city.wajima.ishikawa.jp/doc
s/2025021400019/輪島市

令和6年
能登半島地震

https://www.city.suzu.lg.jp/site/r6-
notohantou/21303.html珠洲市

14

http://www.yamakoshi2004.jp/
https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shis
https://www.city.ojiya.niigata.jp/soshiki/
https://www.vill.minamiaso.lg.jp/kiji003
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/doc
https://www.city.suzu.lg.jp/site/r6-

